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ほろのべの窓　2016.10月号▶　2

　平成27年度決算状況がまとまりました。
　皆さんが納めた税金は、直接または地方交付税や
補助金といったかたちで、町の会計に入ってきます（歳入）。
　また、それらのお金は、町の福祉や快適な暮らしのための
基盤整備、教育などに使っています（歳出）。
　お金が幾ら入ってきて、どのように使われたのか、そして
町の借金や貯金はどのくらいあるのかを、お知らせします。

幌延町の家計簿

平成27年度決算報告

決  算

人 口／ 2,392人
使われた費用（１人当たり）

2,426,973円

世帯数／ 1,248世帯
納められた税金（１世帯当たり）

571,475円

町の状況〈一般会計〉　平成28年３月₃₁日現在

平成₂₇年度  決算総括表

会　計　名
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出 翌年度

繰越財源額 差　　　引
対前年比（％） 対前年比（％）

一 般 会 計 ₅9億₆,8₇₅万₇千円 12.2 ₅8億₀,₅31万9千円 12.₆ 2,₅92万₆千円 1億3,₇₅1万2千円

特　
別　
会　
計

診 療 所 2億9,₅₀₆万3千円 4.3 2億9,₅₀4万9千円 4.3 1万4千円

国 民 健 康 保 険 3億₀,₆9₇万₀千円 1₀.₆ 2億9,₀21万₇千円 ₅.₀ 1,₆₇₅万3千円

後期高齢者医療 ₅,₅8₅万₀千円 8.1 ₅,₅84万9千円 8.1 1千円

介 護 保 険 2億3,₀4₀万₀千円 ▲�₅.₀ 2億1,842万9千円 ▲�₆.2 1,19₇万1千円

簡 易 水 道 事 業 ₇,2₀8万₀千円 13.2 ₇,1₆₅万9千円 1₇.₆ 42万1千円

下 水 道 事 業 1億3,₇₇₆万1千円 ₇.9 1億3,₇₇₅万₇千円 ₇.9 4千円

合　　　　計 ₇₀億₆,₆88万1千円 11.₀ ₆8億₇,42₇万9千円 11.1 2,₅92万₆千円 1億₆,₆₆₇万₆千円



3　◀ほろのべの窓　2016.10月号

一 般 会 計
■歳入� 59億6,875万7千円

■歳出� 58億0,531万9千円

区　　　　　分 金額（千円）構成比（％）
①�町 税 713,201 12.0
②�地 方 譲 与 税 80,629 1.4
③�利 子 割 交 付 金 571 0.0
④�配 当 割 交 付 金 1,132 0.0
⑤�株式等譲渡所得割交付金 939 0.0
⑥�地 方 消 費 税 交 付 金 55,174 0.9
⑦�自 動 車 取 得 税 交 付 金 12,231 0.2
⑧�地 方 特 例 交 付 金 397 0.0
⑨�地 方 交 付 税 2,553,719 42.8
⑩�交通安全対策特別交付金 735 0.0
⑪�分 担 金 及 び 負 担 金 17,002 0.3
⑫�使 用 料 及 び 手 数 料 145,337 2.4
⑬�国 庫 支 出 金 279,863 4.7
⑭�道 支 出 金 230,599 3.9
⑮�財 産 収 入 64,815 1.1
⑯�寄 附 金 1,546 0.0
⑰�繰 入 金 12,590 0.2
⑱�繰 越 金 166,312 2.8
⑲�諸 収 入 262,265 4.4
⑳�町 債 1,369,700 22.9

合　　　　　計 5,968,757 100.0

区　　　　　分 金額（千円）構成比（％）
①�議 会 費 54,585 0.9
②�総 務 費 788,051 13.6
③�民 生 費 416,345 7.2
④�衛 生 費 457,356 7.9
⑤�農 林 水 産 業 費 660,829 11.4
⑥�商 工 費 93,608 1.6
⑦�土 木 費 548,239 9.4
⑧�消 防 費 158,622 2.7
⑨�教 育 費 1,099,748 18.9
⑩�災 害 復 旧 費 20,795 0.4
⑪�公 債 費 1,507,141 26.0
⑫�予 備 費 0 0.0

合　　　　　計 5,805,319 100.0
※�歳入、歳出の構成比（％）は、小数点第1位未満を四捨五入して
いるため合計と一致しないことがあります。

⑫予備費 0 

59億
6,875万
7千円

歳 入

58億
0,531万
9千円

歳 出

①議会費 54,585

②総務費
   788,051

③民生費
    416,345

④衛生費
   457,356 

⑤農林水産業費
    660,829

⑥商工費 93,608

⑦土木費 548,239 

⑩災害復旧費 20,795

⑧消防費 158,622

⑨教育費
    1,099,748 

⑪公債費
    1,507,141

①町税
   713,201

②地方譲与税 80,629 
③利子割交付金 571 

④配当割交付金 1,132 
⑤株式等譲渡所得割交付金 939
⑥地方消費税交付金 55,174
⑦自動車取得税交付金 12,231 
⑧地方特例交付金 397

⑳町債
    1,369,700

⑲諸収入 262,265

⑱繰越金 166,312 

⑰繰入金 12,590
⑯寄附金 1,546 
⑮財産収入 64,815 

⑭道支出金 230,599

⑬国庫支出金 279,863

⑫使用料及び手数料 145,337

⑪分担金及び負担金 17,002 

⑩交通安全対策特別交付金 735 

⑨地方交付税
     2,553,719 
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■町民１人当たり、１世帯当たりの町税負担

■町民１人当たり、１世帯当たりに使われた費用

■一般会計・債務負担行為の状況

■町の「貯金」 ■町の「借金」

■性質別経費

■町税収入の状況
税　　　目 １人当たり（円） １世帯当たり（円）

個 人 町 民 税 54,292 104,060
法 人 町 民 税 18,165 34,817
固 定 資 産 税 213,539 409,283
軽 自 動 車 税 1,732 3,320
町 た ば こ 税 10,433 19,996
合　　　計 298,161 571,475

（人口2,392人、世帯1,248世帯）

区　　　分 １人当たり（円） １世帯当たり（円）
公 債 費 630,076 1,207,645
教 育 費 459,761 881,208
総 務 費 329,453 631,451
農 林 水 産 業 費 276,266 529,510
土 木 費 229,197 439,294
衛 生 費 191,202 366,471
民 生 費 174,057 333,610
消 防 費 66,314 127,101
商 工 費 39,134 75,006
議 会 費 22,820 43,738
災 害 復 旧 費 8,694 16,663
合　　　計 2,426,973 4,651,698

（人口2,392人、世帯1,248世帯）

税　　　目 金　額（千円） 徴収率（％）構成比（％）
個 人 町 民 税 129,867 97.1 18.2
法 人 町 民 税 43,451 99.9 6.1
固 定 資 産 税 510,785 99.6 71.6
軽 自 動 車 税 4,143 97.7 0.6
町 た ば こ 税 24,955 100.0 3.5
合　　　計 713,201 99.1 100.0

区　　分 金　額（千円） 割合（％） 対前年比（％）
消 費 的 経 費 2,159,949 37.2 3.3
人 件 費 563,015 9.7 2.4
物 件 費 662,811 11.4 6.7
維 持 補 修 費 150,175 2.6 6.1
扶 助 費 99,339 1.7 ▲6.4
補 助 費 等 684,609 11.8 2.0
投 資 的 経 費 1,547,928 26.7 35.5
そ の 他 2,097,442 36.1 9.1
公 債 費 1,507,141 26.0 15.5
積 立 金 185,710 3.2 ▲21.7
投資及び支出金･貸付金 30,000 0.5 50.0
繰 出 金 374,591 6.5 3.9
そ の 他 0 0.0 −
合　　　計 5,805,319 100.0 12.6

区　　　　　分 金　　額（千円） 対前年比（％）
一 般 会 計 5,015,097 3.6
財 政 調 整 基 金 1,000,230 2.7
減 債 基 金 1,494,520 5.8
羽幌線代替輸送確保基金 40,320 ▲11.9
ふ る さ と 創 生 基 金 1,027,410 7.2
ふ る さ と 応 援 基 金 320 皆増
エネルギー施設等振興基金 504,140 0.1
公共施設等整備基金 796,410 0.0
地 域 福 祉 基 金 101,140 0.0
中山間農業地域環境保全基金 17,900 ▲2.9
奨 学 資 金 基 金 25,867 0.0
心象記念文化振興基金 6,840 1.5
国民健康保険特別会計 11,030 0.1
介 護 保 険 特 別 会 計 11,201 0.0
簡易水道事業特別会計 75,118 ▲2.2
下 水 道 事 業 特 別 会 計 25,949 ▲38.1

合　　　　計 5,138,395 3.1

区　　　　　分 金　　額（千円） 対前年比（％）
一 般 会 計 4,822,512 ▲2.1
公 共 事 業 等 債 18,954 ▲26.8
一 般 単 独 事 業 債 296,548 ▲37.9
公営住宅建設事業債 460,915 ▲9.9
災 害 復 旧 事 業 債 20,694 13.8
辺 地 対 策 事 業 債 747,849 292.2
過 疎 対 策 事 業 債 1,733,845 ▲12.6
公 有 林 整 備 事 業 債 63,605 ▲3.9
草 地 開 発 事 業 債 81,778 ▲19.5
簡 易 水 道 事 業 債 102,485 ▲10.3
財 源 対 策 債　 等 1,295,839 ▲9.8
診 療 所 特 別 会 計 0 皆減
簡易水道事業特別会計 10,047 29.7
下 水 道 事 業 特 別 会 計 498,837 ▲6.4

合　　　　計 5,331,396 ▲2.5

区　　　分 平成28年度以降
支出予定額（千円） 割合（％） 対前年比（％）

物 件 の 購 入 0 0.0 −
土 地 0 0.0 −
建 物 0 0.0 −
そ の 他 の も の 66,709 100.0 ▲15.0
土地基盤整備 0 0.0 −
利 子 補 給 17,701 26.5 ▲14.8
そ の 他 49,008 73.5 ▲15.1
合　　　計 66,709 100.0 ▲15.0

「債務負担行為」とは
　従来「予算外義務負担」と呼ばれていたもので、将
来的に支払わなければいけない義務的経費です。
①金銭給付を目的とするもの、②物件の給付、③役務
の提供等に大別され、最終的にいずれかの年度の歳出
予算に計上されるものであり、議会の議決を得なけれ
ばならないとされています。
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■平成2₇年度から平成28年度への繰越事業

 平成27年度に行われた主な事業 （単位：千円）

会　　計 事　　　業　　　名 繰越額（千円）

一 般 会 計
自治体情報セキュリティ強化対策事業 36,326
幌延町まち・ひと・しごと創生事業 13,812

合　　　　　計 50,138

27
年
度
予
算
を

28
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
す

る
事
業
で
す

町民と行政との協働のまちづくり

広報誌「ほろのべの窓」発行経費（年₁₂回） ₃,₇₉₀
自治会活動交付金 ₈₈₆
職員接遇・コミュニケーション研修 ₄₃₂
社会保障・税番号制度システム整備事業 ₁₉,₉₀₄

夢と活力あふれるまちづくり
幌延西部地区草地畜産基盤整備事業 ₁₉₅,₀₄₈
幌延地区団体営農業基盤整備促進事業 ₂₅,₀₁₃
問寒別地区道営畑地帯総合整備事業 ₂₉,₉₉₀
上幌延開進地区道営畑地帯総合整備事業 ₄,₂₇₃
酪農支援対策事業 ₁₀₂,₂₆₁
中山間地域等直接支払事業 ₇₃,₈₀₁
担い手対策事業 ₅₀₀
乳牛検定組合補助事業 ₁,₂₀₀
生乳成分検査事業 ₁,₂₄₉
幌延町酪農ヘルパー利用組合補助事業 ₄,₀₀₀
多面的機能支払事業 ₇,₉₉₆
民有林造林促進事業 ₄₂₈
森林整備地域活動支援交付金事業 ₁,₅₀₀
町有林整備事業 ₁₆,₇₄₀
未来につなぐ森づくり推進事業 ₃,₆₃₅
幌延町商工会育成事業 ₁₁,₉₇₈
幌延町中小企業融資事業 ₃₀,₀₀₀
ほろのべ名林公園まつり事業 ₄,₈₉₉
トナカイホワイトフェスタ事業 ₆₇₁
幌延町観光協会育成事業 ₆₄₈
幌延・豊富広域観光促進事業 ₃,₀₀₀
プレミアム商品券発行促進事業 ₅,₆₈₁
まちづくり補助（産業・経済・福祉振興事業） ₁,₀₅₀
おもしろ科学館開催事業 ₂,₈₁₈
エネルギー関連施設見学会 ₈,₆₆₈
クリーンエネルギー普及推進事業 ₆,₆₁₃

健やかに安心して暮らせるまちづくり
緊急通報システム整備事業 ₆₈₄
長寿まつり開催事業 ₈₁₉
高齢者生活支援事業 ₃,₁₇₄
老人クラブ活動促進補助事業 ₅₂₁
町社会福祉協議会運営費補助事業 ₃,₃₈₀
ホームヘルプサービス支援事業 ₉,₂₃₄
こざくら荘支援事業 ₂₀,₁₇₃
放課後児童クラブ運営事業 ₃,₅₉₈
ひとり親家庭・子ども医療給付等事業 ₈,₉₁₆
障害者介護給付・訓練等給付事業 ₃₆,₂₀₅
心身障害者等通院交通費助成事業 ₄₅₉

北星園民営化支援事業 ₅,₅₃₈
冬の生活支援事業 ₁,₀₈₀
患者輸送バス運行経費 ₆,₀₈₇
がん検診実施事業 ₂,₅₃₇
妊婦健診助成事業 ₁,₁₆₆
乳幼児健診事業 ₉₆₃
予防接種事業 ₈,₁₃₂
介護保険給付費 ₁₈₂,₅₅₂
国保給付費 ₁₅₀,₈₀₀

心豊かな人と文化を育むまちづくり
外国語指導助手派遣事業 ₈₅
情報教育研究推進事業 ₁,₇₄₂
各小中学校テレビ会議システム更新事業 ₃,₇₃₇
子どもの心サポート相談員配置事業 ₄₂₀
スクールバス整備事業 ₆,₃₄₄
特別支援教育支援員配置事業 ₂,₄₃₈
問寒別生涯学習センター建設事業 ₅₇₃,₄₃₉
書の研修事業 ₁,₅₄₄
舞台芸術鑑賞事業 ₁,₃₅₀
放課後子ども教室推進事業 ₄₂₄
幌延町子ども会育成連絡協議会補助金 ₃₀₀
ワラベンチャー問寒クラブ補助金 ₁₃₅
総合体育館等改修事業 ₂₃₃,₇₇₄

自然に恵まれ安全で快適なまちづくり
幌延町地図情報更新事業 ₁₅,₃₃₆
景観整備事業 ₃,₄₀₂
町道除排雪経費 ₇₆,₈₈₄
町道北１丁目線道路改良事業 ₃₂,₇₁₃
町道２条仲通線道路改良事業 ₄₃,₁₂₇
町道幌延下沼線道路改良事業 ₃₂,₀₃₅
町道問寒９号線道路改良事業 ₂₀,₁₇₁
町道下沼１号線道路改良事業 ₄,₈₀₆
町道問寒₂₃号線道路改良事業 ₂,₃₉₈
町道中問寒₁₀号線横断管改修事業 ₁₆,₃₆₂
町道幌延６号線横断管改修事業 ₈,₃₃₈
建設機械整備事業 ₃₂,₂₇₂
長寿命化橋梁補修事業 ₂₇,₉₇₆
生活交通路線バス維持費等補助金 ₅,₄₆₇
公営住宅補修事業 ₁₄,₉₆₉
定住促進住宅整備事業 ₁₆,₃₉₅
空き家・空き地現況実態調査事業 ₄,₀₅₀
農業用水道施設改修事業 ₁,₃₆₀
下沼地区飲雑用水施設改修事業 ₁₃,₄₆₆
個別排水処理施設整備事業 ₅,₈₈₃
消防救急デジタル無線整備事業 ₄₈,₀₄₈
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①電源立地地域対策交付金 1億5,288万7,872円
　●幌延町立診療所運営事業･････････････････････････････ 80,000,000円
　●幌延町保健センター運営事業･････････････････････････ 10,000,000円
　●幌延町認定こども園・幌延町立へき地保育所運営事業･･･ 20,000,000円
　●北留萌消防組合幌延支署運営事業･････････････････････ 42,887,872円
※�福祉サービス充実のため、幌延町立診療所・幌延町保健センター・幌延町認定こども園・幌延町立へき地保育所・北留萌消防組合幌延支署の職員人
件費に、それぞれ電源立地地域対策交付金を充当しています。

②広報・調査等交付金 1,130万7,658円
　●エネルギー関連施設見学会･････････････････････････････5,700,882円
　　・参加人数：小中学生3₀人、引率職員６人　　見学先：東海村
　　・参加人数：一般町民18人、引率職員６人　　見学先：東海村
　●深地層の研究等広報事業･･･････････････････････････････2,236,818円
　●資料収集業務等･･･････････････････････････････････････3,369,958円
※�原子力発電と深地層研究施設に関する知識の普及に関する調査及び研修並びに連絡調整に関する事業に広報・調査等交付金を充当しています。

平成27年度 電源三法交付金の使い道

平成27年度 財政健全化判断比率等の公表

平成27年度 ふるさと納税の状況
　町では、平成2₇年度から寄附金のうち、ふるさと納
税に該当する寄附金を、ふるさと応援寄附金として採
納しています。平成2₇年度の寄附金の状況は次のとお
りです。
　寄附金は、寄付者への返礼品等経費に充当した残り
を、ふるさと応援基金に積立てることとしています。
次年度以降に行う各事業にふるさと応援基金から繰入
れて、ふるさと納税として採納された寄附金を活用し
ていきます。

(単位：千円）

区　　　　分
寄　附　金 返礼品経費等

充当額
②

基金積立金
　
①-②件　数 金額

①
ふるさと応援寄附金 ₅8 ₆8₆ 3₆₆ 32₀
⑴福祉及び保健に関
する事業 ３ 3₀ 1₇ 13

⑵教育及び子育て支
援に関する事業 ０ ０ ０ ０

⑶産業の振興に関す
る事業 14 1₇₀ 91 ₇9

⑷観光の振興に関す
る事業 19 2₀₆ 11₀ 9₆

⑸文化及びスポーツの
振興に関する事業 ２ 3₀ 1₇ 13

⑹その他まちづくり
に資する事業 2₀ 2₅₀ 131 119

　『地方公共団体の財政の健全化に関
する法律』に基づき、平成2₇年度の健
全化判断比率（実質赤字比率、連結実
質赤字比率、実質公債費比率及び将
来負担比率の総称）及び資金不足比率
の指標を次のとおり公表します。
　健全化判断比率が早期健全化基準
を1つでも上回ると財政健全化計画の策定が義務付けられ、財政再生基準を1つでも上回ると国の管理下で財政再建すること
となります。
　なお、幌延町の健全化判断比率等は、すべての指標において基準を下回っています。
①実�質�赤�字�比�率：普通会計（一般会計＋診療所会計）の実質赤字額が標準財政規模に占める割合
②連結実質赤字比率：�普通会計と特別会計（国保・後期高齢・介護・簡水・下水道）の実質赤字額の合計額が標準財政規模に

占める割合
③実質公債費比率：�一般会計だけでなく、特別会計や一部事務組合の負担分も含む公債費（借入金の返済）が標準財政規模

に占める割合
④将�来�負�担�比�率：�一般会計や特別会計及び一部事務組合の将来負担すべき負債（公債費や債務負担行為額及び職員の退職

金など）が標準財政規模に占める割合
⑤�資金不足比率（下水道、簡易水道）：�公営企業の資金不足額（下水道・簡易水道：実質赤字額）が事業規模（営業収益－受

託工事収益金）に占める割合
　標 準 財 政 規 模：地方税や譲与税など地方自治体の標準的な税収入と普通交付税や臨時財政対策債の合計額

（単位：％）
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

平成 2 ₇年度
幌 延町比率 － － 13.3 － －

早期健全化基準 1₅.₀ 2₀.₀ 2₅.₀ 3₅₀.₀ 2₀.₀
財政再生基準 2₀.₀ 3₀.₀ 3₅.₀
※資金不足比率の場合は、早期健全化基準を経営健全化基準と読み替えます。
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平成₂₇年度  幌延町人事行政の運営等の状況
１．職員の任免及び職員数に関する状況
（１）職員別採用者数

一般行政職 土木・建築職 保育士 保健師 医師 看護師 医療技術職 栄養士 合　計
高　卒 １人 １人 － － － － － － 2人
短大卒 １人 － ３人 － － － － － ４人
大　卒 7人 １人 － １人 － － － １人 １０人
計 9人 2人 ３人 １人 0人 0人 0人 １人 １６人

（2）事由別退職者数
一般行政職 土木・建築職 保育士 保健師 医師 看護師 医療技術職 栄養士 合　計

定年退職 ３人 － － － １人 － － － ４人
勧奨退職 １人 － － １人 － － － － 2人
自己都合 ３人 － － － － １人 － － ４人
その他 － － － － － － － － 0人
計 7人 0人 0人 １人 １人 １人 0人 0人 １０人

（３）年度当初の常勤職員数（平成２７年４月１日採用職員を含む）
一般行政職 土木・建築職 保育士 保健師 医師 看護師 医療技術職 栄養士 合　計

町 長 部 局 4１人 5人 １０人 ４人 １人 １２人 － 2人 ７5人
議　　 会 2人 － － － － － － － 2人
農業委員会 １人 － － － － － － － １人
教育委員会 ８人 － － － － － － １人 9人
水 道 事 業 ３人 － － － － － － － ３人
下水道事業 － １人 － － － － － － １人
その他事業 2人 － － 2人 － － － － ４人

計 5７人 ６人 １０人 ６人 １人 １２人 0人 ３人 ９5人

（４）部門別職員数の状況
部　　　　門 職　　員　　数 対前年増減数平成２７年度 平成２８年度

一般行政部門
（福祉関係除く）

議　　会 2人 2人 0人
総　　務 17人 20人 3人
税　　務 3人 3人 0人
農林水産 5人 7人 2人
商　　工 1人 2人 1人
土　　木 10人 9人 ▲1人

小　　計 38人 43人 5人

一般行政部門
（福祉関係）

民　　生 16人 18人 2人
衛　　生 24人 18人 ▲6人
小　　計 40人 36人 ▲4人

　 一 般 行 政 部 門 計　 78人 79人 1人
特別行政部門（教育）計 9人 10人 1人

公営企業等会計部門

水　　道 3人 2人 ▲1人
下�水�道 1人 1人 0人
国　　保 1人 1人 0人
介　　護 3人 4人 1人
小　　計 8人 8人 0人

　 総 合 計 　 95人 97人 2人
※特別職（町長・副町長）を除く

（5）一般行政職の行政職給料表級別職員数の状況（平成２８年４月１日）
区　　　分 ６級 5級 ４級 ３級 2級 １級 合　計
標準的な職務 課　長 主　幹 係　長 主　任 主　事 主　事
職 員 数 ８人 １１人 １３人 ４人 １７人 １２人 ６5人
構 成 比 １２.３% １６.９% ２０.０% ６.２% ２６.２% １８.5% １００.０%
※税務職員、医師、看護師、保育士、保健師等を除いた人数

※
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（６）定員適正化計画
　職員の定員適正化については、平成２７年４月に「幌延町定員適正化計画」を策定し、地方創生への取組等の
ため必要な職員数を確保しつつ、効率的な組織運営を目指すこととしています。
　基本的な考え方として、定年退職者の再任用希望を早期に把握し、これを受けた新規職員の確保、技術職員
の採用前倒し等により、若年層職員の育成に努め、行政サービスの低下を招かないよう、適正な定員管理を行
います。
　①定員適正化計画の数値目標

計　　　画　　　期　　　間 数　　値　　目　　標始　　期 終　　期
平成２７年４月１日 平成３２年３月３１日 職員数　８１人　▲６.９％

※�普通会計（一般会計及び診療所会計）における、特別職（町長・副町長・教育長）及び派遣職員を除く一般職員

　②部門別職員数の推計と実績
　・定員適正化計画での職員数

部　　　門 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
普通会計　合計 ８７人 ９０人 ８5人 ８4人 ８１人

　・部門別職員数の推移（実績）
部　　　門 平成２７年度 平成２８年度

議 会 2人 2人
総 務 １７人 ２０人
税 務 ３人 ３人
民 生 １６人 １８人
衛 生 ２4人 １８人
（うち、診療所） （１７人） （１３人）
農 林 水 産 5人 7人
商 工 １人 2人
土 木 １０人 9人
一 般 行 政 計 ７８人 ７９人
教 育 9人 １０人
普通会計　合計 ８７人 ８９人

２．職員の給与の状況
（１）人件費の状況（平成２８年度各会計当初予算）

会　計　区　分 歳出予算額（A） 人件費（B） ２８年度人件費率（B/A） ２７年度人件費率
一　般　会　計 4,７２６,０００千円 ６２８,３３６千円 １３.３% １０.３%
特別・事業会計 １,１4０,１６６千円 １８９,２０5千円 １６.６% ２０.4%
合　　　計 5,８６６,１６６千円 （Ｃ）８１７,54１千円 １３.９% １２.０%
平成２７年度合計 ６,4９６,２２２千円 （Ｄ）７７９,８９９千円 （Ｃ）－（Ｄ）３７,６4２千円

※人件費には、給料・職員手当の他、共済費や退職手当組合負担金が含まれます。

（2）一般職員給与の状況（平成２８年度各会計当初予算）

会　計　区　分 職員数（Ａ）
給　　　与　　　費 平成２８年度

一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

平成２７年度
一人当たり給与費給　　料 職員手当 計（Ｂ）

一　般　会　計 ７６人 ２６０,２4１千円 １4６,０１4千円 4０６,２55千円 5,３45.5千円 5,１９７.4千円
特別・事業会計 ２３人 ７８,１６９千円 4６,０８０千円 １２4,２4９千円 5,4０２.１千円 ６,９5６.4千円
合　　　計 ９９人 ３３８,4１０千円 １９２,０９4千円 5３０,5０4千円 5,３5８.６千円 5,６4１.６千円

（３）職員の平均給与月額及び平均年齢状況（平成２８年４月１日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一　般　職　員 ２７８,８２６円 ３３１,０4１円 ３９.６歳

※派遣職員、医療職の医師、医療技術職、看護師及び准看護師職員を除いた人数
※平均給与月額とは、給料と職員手当（期末勤勉手当及び寒冷地手当を除く）を合わせた額の平均

（４）職員の初任給と経験年数別平均給料月額（平成２８年４月１日現在）
区　　　分 初任給 経　　験　　年　　数

１０ 〜 １5年未満 １5 〜 ２０年未満 ２０ 〜 ２5年未満 ２5 〜 ３０年未満

一般行政職 大学卒 １７６,７００円 ２６１,９００円 ２９３,７００円 ３６９,９００円 ３８２,０００円
高校卒 １44,６００円 － ２７６,６００円 ３２６,２００円 ３７０,６００円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の採用後の年数
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（5）職員手当の状況（平成２８年４月１日現在）

退　職　手　当

区　分 支給率（自己都合退職） 支給率（定年退職）

国と同じ
勤続２０年 ２０.445０月分 ２5.55６２5月分
２5年 ２９.１45０月分 ３4.5８２5月分
３5年 4１.３２5０月分 4９.5９００月分
最高限度 4９.5９００月分 4９.5９００月分

期末・勤勉手当

区　分 期　末 勤　勉 計

国と同じ
６月期 １.２２5月分 ０.８０月分 ２.０２5月分
１２月期 １.３７5月分 ０.８０月分 ２.１７5月分
計 ２.６００月分 １.６０月分 4.２００月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置　　　　　　有

寒冷地手当 職員の世帯の区分や扶養親族の数に応じて支給
支給額は5１,７００円〜 １３１,９００円（幌延町は１級地） 国と同じ

扶養手当
○配偶者　１３,０００円
○扶養親族（配偶者を除く）１人につき６,5００円
※満１６歳から満２２歳までの子１人につき5,０００円加算

国と同じ

住居手当 ○借家の場合　　家賃に応じて１００ 〜 ２７,０００円
○自宅の場合　　5,０００円／月 やや異なる

特殊勤務手当

特殊勤務手当については、危険、不快、不健康等の特殊な業務に従事する職員に支給

異なる

手当の種類 区　分 支　　給　　額
（１）往診手当 １回 診療報酬等による
（2）手術手当 １回 診療報酬等による
（３）放射線作業手当 日額 ２１０円
（４）病理細菌業務手当 日額 ２１０円
（5）医師研究手当 月額 5００,０００円
（６）感染症等防疫作業手当 日額 ２１０円
（7）死体処理作業手当 日額 ２,０００円
（８）夜間看護等手当（正規の勤務時間内） １回 １,７００円〜 ６,８００円
　　　夜間看護等手当（正規の勤務時間外） １回 ３００円〜 ６００円

管理職手当 主幹職以上に支給
給料に対し、課長職１１％、主幹職9％ 異なる

管理職員
特別勤務手当

臨時、緊急又はその他公務の運営の必要により週休日等に勤務したときに支給
時間帯や平日・週休日に応じ、１回につき4,０００ 〜 １２,０００円 異なる

時間外手当 正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給
時間帯や平日・週休日に応じ、勤務した時間１時間につき、０.２5 〜 ０.７5の割増 国と同じ

（６）ラスパイレス指数の推移
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の、地方公務員の給与水準を示すものです。

　※（参考値）は国家公務員の時限的（2年間）な給与改定特例法による措置がなかった場合の値です。

区　　分 平成２4年度 平成２4年度
（参考値） 平成２5年度 平成２5年度

（参考値） 平成２６年度 平成２７年度

幌 延 町 １０２.９ （９5.０） １０３.６ （９5.６） ９８.２ ９７.０

猿 払 村 １０5.８ （９７.６） １０5.９ （９７.８） ９７.１ ９７.６

浜 頓 別 町 １０２.３ （９4.4） １０２.３ （９4.4） ９5.5 ９4.１

中 頓 別 町 １０5.4 （９７.２） １０６.９ （９８.６） ９９.4 ９７.８

枝 幸 町 １０１.３ （９３.5） １０２.5 （９4.７） ９4.６ ９5.６

豊 富 町 １０３.６ （９5.９） １０4.２ （９６.4） ９６.２ ９７.１

礼 文 町 １０１.4 （９３.６） １００.5 （９２.９） ９１.９ ９１.5

利 尻 町 ９９.０ （９１.4） １００.２ （９２.4） ９１.２ ９３.０

利 尻 富 士 町 ９８.７ （９１.１） ９９.２ （９１.６） ９３.１ ９１.８
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（7）特別職の報酬の状況
区　　　分 月　　　　額 期末手当の支給割合

給　　料
町　　　長 ７１０,０００円（７5０,０００円） ６月期

１２月期
計

２.０２5月分（２.１０月分）
２.１７5月分（２.３０月分）
4.２００月分（4.4０月分）

副　町　長 ６００,０００円（６３０,０００円）
教　育　長 55０,０００円（5７０,０００円）

報　　酬

議　　　長 ２３０,０００円 ６月期
１２月期
計

２.０２5月分（２.１０月分）
２.１７5月分（２.３０月分）
4.２００月分（4.4０月分）

副　議　長 １９０,０００円
常任委員長 １８０,０００円
議　　　員 １７０,０００円

�

３．職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間

１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業時刻 休憩時間 終業時刻 週休日

３８時間45分 午前８時３０分 正午から
午後１時まで 午後5時１5分 土曜日

日曜日

（2）休暇制度
　①有給休暇
　　・年次有給休暇……年間２０日（ただし、２０日を限度に当該残日数を繰り越すことができる）
　　・病 気 休 暇……�結核性疾患、高血圧症、動脈硬化性心臓疾患、慢性の肝臓疾患、慢性の腎臓疾患、糖

尿病、悪性新生物による疾病、精神疾患、膠原病、その他の私傷病の療養に要する休
暇

　　・特 別 休 暇……�公民権行使、官公署出頭、骨髄移植、ボランティア、結婚、生理、産前・産後、育児、
配偶者出産、育児参加、子の看護、短期介護、忌引、法要祭日、夏季、住居滅失、災
害事故、災害時退勤などに要する休暇

　　年次有給休暇の取得状況
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
２８８６日 5８８.８日 ７5人 ８日 ２０.4%

（調査対象者：Ｈ２７年１月１日から１２月３１日まで全期間在職した一般職員）

　②無給休暇
　　・介 護 休 暇……�職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母などが負傷、疾病又は老齢により日常生活を

営むのに支障があるものの介護に要する休暇
　　・組 合 休 暇……�職員団体の業務又は活動に従事する場合の休暇

（３）育児休業及び部分休業の制度
　　・育児休業……�３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、原則１回取得できる制度
　　・部分休業……�３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、１日を通じて2時間を超

えない範囲で取得できる制度
　　・育児短時間勤務……�子が小学校就学の始期に達するまでの期間、職員が希望する日及び時間帯で勤務す

ることができる制度
　　育児休業及び部分休業の取得状況

育児休業取得対象者 育児休業取得者 部分休業取得者
男性職員 2人 0人 0人
女性職員 2人 １人 0人

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
処分内容 処分者数 処分内容 処分内容 処分者数 処分内容

分
限
処
分

免　職 0人 懲
戒
処
分

免　職 0人
降　任 0人 停　職 0人
休　職 0人 減　給 １人 １０％・１ヶ月
失　職 0人 戒　告 １人
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５．職員の服務の状況
・地方公務員法第３０条（服務の根本基準）
　すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙
げてこれに専念しなければならない。

区　　分 内　　　　　　　　　容 違反者数
法令及び上司の命令に
従う義務

職員は、職務を遂行するに当って、法令、条例、規定等に従い、且つ、上司の職務命令
に忠実に従わなければならない。 0人

職務に専念する義務 職員は、勤務時間及び職務上の注意力のすべてをその職責遂行のために用い、職務にの
み従事しなければならない。 0人

争議行為等の禁止 職員は、同盟罷業、怠業その他の争議行為をし、活動能率を低下させる怠業的行為をし
てはならない。 0人

信用失墜行為の禁止 職員は、その職の信用を傷つけ、または職員の職全体の不名誉となるような行為をして
はならない。 2人

秘密を守る義務 職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならず、証人等になった場合も任命権者の許
可が必要である。また、離職した後も同様である。 0人

営利企業等の従事制限 職員は、営利を目的とする私企業を営み、または報酬を得てその事業等に従事してはな
らない。 0人

政治的行為の制限 職員は、政治的団体の結成に関与し、これらの役員になってはならず、政治活動等を行
ってはならない。 0人

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（１）職員研修の実施状況

研修区分 研　修　内　容　（派　遣　先） 回数 日数 受講者数

町内研修
新規採用職員研修 2回 2日 ２７人
町内視察研修 １回 １日 １３人
若手職員向け職員研修 １回 １日 4０人

派遣研修

宗谷管内町村新規採用職員基礎研修（宗谷町村会） １回 ３日 １１人
宗谷管内町村職員初級研修（宗谷町村会） １回 ３日 ４人
宗谷管内町村職員中級研修（宗谷町村会） １回 2日 １人
宗谷管内町村監督者研修（宗谷町村会） １回 2日 ３人
留萌・宗谷地区法務研修（基礎）（宗谷町村会） １回 2日 ４人
留萌・宗谷地区法務研修（応用）（宗谷町村会） １回 2日 １人
法務研修（北海道町村会） １回 １日 １人
町村職員研修講師養成講座（北海道町村会） １回 ３日 １人
給与制度研修会（北海道町村会） １回 １日 １人
北海道建設技術職員専門研修（北海道建設技術センター） １回 ４日 2人
自治体新任管理者基礎（市町村職員研修センター） １回 2日 １人

（2）勤務成績の評定の状況
　当町においては、人事評価制度は未実施。（平成２８年度から実施）

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）福利厚生制度に関する状況

区　　分 受診者数 内　　　　容　　　　等
総　合　健　診 5９人 4０歳以上の職員と、３０ 〜 ３９歳の職員の半数を対象
定　期　健　診 ３4人 上記対象職員以外を対象
腰　痛　検　査 9人 保育士を対象
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（2）北海道市町村職員福祉協会への公費の負担状況
平成２７年度決算

互助会名

互助会等に
対する
公費負担額

【A】のうち
互助会等の
事務費・人
件費に充当
している
公費負担額

会員掛金
総額

互助会
会員数

互助会等
二重加入に
より控除す
る人数

会員一人当
たりの公費
の補助金額
（事務費を
含まない）

会員一人当
たりの公費
の補助金額
（事務費を
含む）

公費負担率
（事務費を
含まない）

公費負担率
（事務費を
含む）

【A】 【B】 【C】 【D】 【E】 （A－B）
（D－E）

（A）
（D－E）

（A－B）
（A－B+C）

（A）�
（A+C）

北海道
市町村職員
福祉協会

２６１千円 ３１千円 １,２００千円 ９６人 0人 ２,３９６円 ２,７１９円 １６.１％ １７.９％

平成２８年度予算

互助会名

互助会等に
対する
公費負担額

【A】のう
ち互助会等
の事務費・
人件費に充
当している
公費負担額

会員掛金
総額

互助会
会員数

互助会等
二重加入に
より控除す
る人数

会員一人当
たりの公費
の補助金額
（事務費を
含まない）

会員一人当
たりの公費
の補助金額
（事務費を
含む）

公費負担率
（事務費を
含まない）

公費負担率
（事務費を
含む）

【A】 【B】 【C】 【D】 【E】 （A－B）
（D－E）

（A）
（D－E）

（A－B）
（A－B+C）

（A）
（A+C）

北海道
市町村職員
福祉協会

２55千円 ３5千円 １,１０３千円 １００人 0人 ２,２００円 ２,55０円 １６.６% １８.８%

（３）公務災害補償制度
区　　分 発生件数 内　　　　容　　　　等

公　務　災　害 0件 公務中の災害について療養補償などを行う
通　勤　災　害 0件 通勤途中の災害について療養補償などを行う

８．宗谷公平委員会の業務状況
（１）勤務条件に関する措置の要求の状況　〜　なし
（2）不利益処分に関する不服申し立ての状況　〜　なし

　
第
５
回
幌
延
町
議
会
（
臨
時

会
）
は
８
月
₁₇
日
に
開
会
さ
れ
、

議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
議
案
第
１
号

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
ス
キ
ー
場
の
圧
雪
車
１
台
を

購
入
す
る
契
約
を
、
１
千
６
百

₄₄
万
３
千
円
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
ン

ト
エ
ン
ジ
株
式
会
社
と
締
結
し

ま
し
た
。

第
５
回

幌
延
町
議
会

（
臨
時
会
）
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第
６
回
幌
延
町
議
会
（
定
例

会
）
は
９
月
₁2
日
に
開
会
さ
れ
、

認
定
７
件
、
報
告
４
件
、
同
意

２
件
、
議
案
₁2
件
な
ど
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
９
月
₁₃
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
認
定
第
１
号
〜
第
７
号

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
立
診
療

所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ

ー
ジ
の
「
幌
延
町
の
家
計
簿
」

を
ご
参
照
下
さ
い
。

▽
報
告
第
１
号

　
平
成
2₇
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い

て
　
幌
延
町
一
般
会
計
に
お
け
る

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

事
業
の
継
続
費
精
算
報
告
書
を

調
製
し
た
の
で
報
告
し
ま
し
た
。

▽
報
告
第
２
号

　
平
成
2₇
年
度
決
算
に
基
づ
く

幌
延
町
財
政
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　
幌
延
町
財
政
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
の
「
健
全

化
判
断
率
等
」
を
ご
参
照
下
さ

い
。

▽
報
告
第
３
号

　
平
成
₂₇
年
度
決
算
に
基
づ
く

幌
延
町
公
営
企
業
会
計
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
の
各
特
別
会
計
に
お
け
る

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
の
「
健
全

化
判
断
率
等
」
を
ご
参
照
下
さ

い
。

▽
報
告
第
４
号

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
旧
問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
解
体
工
事
請
負
契
約
の
契
約

金
額
を
、
５
千
１
百
₇₃
万
２
千

円
か
ら
４
千
８
百
₈₇
万
円
に
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
専
決

処
分
し
た
の
で
報
告
し
ま
し
た
。

▽
同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
教
育
長

　
木
澤　
瑞
浩
氏
（
北
進
）

任
期

 
自 
平
成
₂₈
年
₁₀
月
１
日

 

至 
平
成
₃₁
年
９
月
₃₀
日

▽
同
意
第
２
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
堀　
英
夫
氏
（
上
幌
延
）

任
期

 

自 

平
成
₂₈
年
₁₀
月
１
日

 

至 

平
成
₃₂
年
９
月
₃₀
日

▽
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
計
画
の
中
に
、
雄
興
地
区
飲

料
水
施
設
改
修
事
業
を
追
加
し

ま
し
た
。

▽
議
案
第
２
号

　
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す

る
協
定
書
の
一
部
を
変
更
す
る

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
協
定
書
中
、
別
表
第
１
か
ら

別
表
第
３
ま
で
の
取
組
内
容
を

改
め
ま
し
た
。

▽
議
案
第
３
号

　
幌
延
町
功
労
者
の
表
彰
に
つ

い
て

　
幌
延
町
表
彰
条
例
第
３
条
に

基
づ
き
、
見
延
傳
蔵
氏
と
浦
山

淳
氏
を
幌
延
町
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
た
い
旨
、
議
会
の
同
意

を
求
め
ま
し
た
。

▽
議
案
第
４
号

　
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
幌
延
町
が
所
有
す
る
寄
宿
舎

を
、
社
会
福
祉
法
人 

幌
延
福

祉
会
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
５
号

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
各
小
中
学
校
へ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
₉₈
台
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
₁₃
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

収
納
カ
ー
ト
８
台
を
購
入
す
る

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
６
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

人
件
費
の
増
減
、
住
民
自
治
管

理
費
や
道
路
維
持
管
理
費
、
公

営
住
宅
管
理
費
の
増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
７
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
立
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

人
件
費
や
診
療
所
管
理
費
の
増

な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
８
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

保
険
制
度
関
係
業
務
準
備
事
業

業
務
の
増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
９
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

人
件
費
や
返
還
金
の
増
な
ど
で

す
。

第
６
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）
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▽
議
案
第
10
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

人
件
費
や
水
道
設
備
整
備
費
の

増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
11
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

人
件
費
の
増
、
下
水
道
管
理
セ

ン
タ
ー
等
長
寿
命
化
詳
細
設
計

費
の
減
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
12
号

　
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定
に
つ
い
て

　
平
成
₂₄
年
２
月
に
発
生
し
た
、

公
営
住
宅
に
お
け
る
落
雪
事
故

で
の
負
傷
に
つ
い
て
、
相
手
方

と
和
解
し
ま
し
た
。

西
澤　
裕
之 
議
員

○
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

の
推
進
に
つ
い
て

○
水
害
に
関
す
る
防
災
対
策
に

つ
い
て

○
幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

・
町
立
診
療
所
の
常
勤
医
確
保

対
策
に
係
る
現
況
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の

概
要
に
つ
い
て

鷲
見　
悟 

議
員

○
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

に
つ
い
て

○
町
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
の

問
題
に
つ
い
て

一 
般 
質 

問

行 

政 

報 

告

教
育
行
政
報
告

平成28年度補正予算額

会　　　　計 補�正�前 補�正�額 補�正�後

一 般 会 計 4７億８,７６4万5千円 4,６０６万１千円 4８億３,３７０万６千円

町 立 診 療 所 特 別 会 計 ３億２,4９１万１千円 5３２万８千円 ３億３,０２３万9千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2億８,００８万４千円 ２4７万7千円 2億８,２5６万１千円

介護保険
特別会計

保 険 事 業 勘 定 2億１,９７８万３千円 １,００８万１千円 2億２,９８６万４千円

介護サービス事業勘定 １,5８６万８千円 ３4万5千円 １,６２１万３千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ９,６６１万5千円 5３２万0千円 １億０,１９３万5千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 １億5,２９９万9千円 ▲�９８６万８千円 １億4,３１３万１千円

　₁₀月₁₇日（月）から₂₃日（日）までの『行政相談週間』に先立ち、行政
相談所と人権心配ごと相談所を合同で開設し、皆さんのいろいろなご相談
に応じます。
　国や役場などの役所の仕事に対するご質問やご意見、苦情など、または
普段の暮らしの中で困りごとなどありましたら、行政相談委員と人権擁護
委員にお気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。

　特設相談所
　　開 　 催 　 日　　平成28年₁₀月₁₁日（火）
　　開催場所・時間　　問寒別生涯学習センター　９：₃₀ ～ ₁₁：₃₀
　　　　　　　　　　　幌延町生涯学習センター　₁₃：₀₀ ～ ₁₅：₀₀
　　相　　談　　員　　行政相談委員　谷口弘子 さん
　　　　　　　　　　　人権擁護委員　稲垣紘順 さん　三好和夫 さん

行政相談・人権心配ごと相談
特設相談所を開設します
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子宮がん検診
　検�診�日：平成２８年１１月１０日（木）午前・午後

　対�象�者：今年度20歳以上になる女性
　検診内容：子宮頸部がん検診と超音波検査
　検診料金：１,０００円（クーポン対象者は無料）

乳がん検診
　検�診�日：平成２８年１１月１5日（火）午前・午後
　　　　　　　　　　　　１６日（水）午前　の2日間
　対�象�者：今年度30歳以上になる女性
　検診内容：マンモグラフィ単独検査
　検診料金：１,０００円（クーポン対象者は無料）

◆問寒別地区の方は、医療バスを利用して受診するこ
とができます。
◆生活保護受給者は、無料で受けることができます。
◆クーポン対象者には、5月にクーポンを送付してい
ます。
◆毎年の受診が可能になりましたので、昨年受診され
た方も１,０００円で受けることができます。
◆定員になり次第締め切りとなりますので、ご了承く
ださい。

　平成２８年度インフルエンザ予防接種を下記のとおり実施いたします。
　予防接種には、発症予防と重症化予防の効果があるとされています。ぜひご検討ください。
☆集中実施期間
　幌延地区：₁₀月2₅日（火）、2₆日（水）、₃₁日（月）、₁₁月１日（火）、２日（水）
　　幌延町立診療所：８時₃₀分～ ₁₁時₀₀分【高齢者及び一般住民】
　　　　　　　　　　₁₃時₀₀分～ ₁₆時₃₀分【１歳以上高校生以下及びその同伴保護者】
　　問 寒 別 地 区：₁₁月₁₁日（金） 
　　問 寒 別 診 療 所 ： ９時₁₅分～ ₁₀時₃₀分
☆助成対象者

１歳〜小学生
（１歳の基準日は１０月２4日） 中学生

６5才以上（年度内年齢）
（昭和２７年４月１日以前に生まれた方）

６０ 〜 ６4歳で
心臓、じん臓、呼吸の

身体障害者手帳１級受給者
接種回数 2回 １回
料　　金 無料（町から全額助成します）

申し込みは不要です。
　助成対象となる方全員に、保健センターから案内と予診票を送付します。
よくご検討のうえ、接種を希望される方はお送りした予診票に必要事項をすべて記入して持参してください。
＊�入院などの理由で幌延で接種を受けられない方も、助成の対象になる場合があります。保健センターにお問
い合わせください。

☆その他
・高校生から６4歳以下の一般の方で接種を希望される方は、直接診療所へお越しください。
・ワクチンの在庫が無くなり次第終了となりますので、集中実施期間中の接種をお勧めします。
・集中実施期間中は、基本的に他の予防接種の予約は受付できません。ご了承ください。
・１歳以下の方は確実な予防効果が得られないことから、町立診療所では接種を行いません。

問合せ先：保健センター　　電話：51790　告知端末機：51790

問合せ先：保健センター　　電話：５－1790　告知端末機：５－1790

平成28年度から、毎年 受けられるようになりました!

子宮がん・乳がん検診のお知らせ

　平成２８年度インフルエンザ予防接種を下記のとおり実施いたします。
インフルエンザ予防接種のお知らせ

申込締切10/11(火)まで
ただいま申込み期間中です！

保健センターに電話または来所で申込んでくだ
さい。
₁₀月₁₁日（火）まで。
申込み時は、①氏名　②生年月日　③住所
④電話番号　⑤希望日・時間　⑥希望する健診
⑦世帯主についてお知らせください。



　町民会館前の広場で地域の人たちが盆
踊りを楽しみました。その他にメッセージ花火の

打ち上げや抽選会、じゃんけん大会など、たくさんの
催し物で会場は大盛り上がりでした。

土
日

9月3 火
日

土
日

8月20

　町内のご長寿の皆さんをお祝い
する「長寿まつり」が、国際交流施設で開催

されました。園児によるお遊戯や恒例のカラオ
ケ、民謡の発表などもあり、参加された方々は
和気あいあいと歓談していました。

幌延町長寿まつり
日
日

9月4

　やちぶき太鼓を皮切りに、今年
も北星園祭が開催されました。幌延中学校吹

奏楽部と札幌のパフォーマーの演奏のほか、職
員による凝ったアトラクションや大抽選会もあ
り、会場は大賑わいでした。

北星園祭

問寒別盆踊り大会問寒別盆踊り大会

　幌延町教育委員会主催の水泳大会が町
民プールで開催され、幌延小学校と問寒別小学校

の児童たちは、熱気に包まれる中、水しぶきを上げな
がら力いっぱい記録に挑んでいました。

金
日

9月2
水泳大会水泳大会

　本年２月に開催された第53
回全国中学校スキー大会への

出場を果たした永瀬由晟君へ、幌
延町体育協会よりスポーツ奨励賞
が贈呈されました。

8月9
永瀬由晟君永瀬由晟君永瀬由晟君永瀬由晟君
スポーツ奨励賞贈呈式スポーツ奨励賞贈呈式
永瀬由晟君
スポーツ奨励賞贈呈式

日
日

　天塩地区安
全・安心フェス

ティバルの一環とし
て、総合体育館にお
いて幌延中学校吹奏
楽部と北海道警察音
楽隊の合同演奏など
が行われました。

8月7
天塩地区安全・安心天塩地区安全・安心
フェスティバル in ほろのべ
天塩地区安全・安心
フェスティバル in ほろのべ

　幌延ゲートボール愛好会主催の幌延
町長杯ゲートボール大会が行われ、テ

クニックと頭脳を駆使して勝敗を競い合いま
した。

木
日

8月18
第1回幌延町長杯第1回幌延町長杯第1回幌延町長杯第1回幌延町長杯第1回幌延町長杯
ゲートボール大会ゲートボール大会
第1回幌延町長杯
ゲートボール大会9月 土

日10
日
日11

　今年も幌延中学校サロベツ
レースが開催されました。晴天に恵ま

れ、ランナーたちは広大なサロベツ原野での
走行を楽しみながら、爽やかな汗を流してい
ました。

土
日

8月27
サロベツレースサロベツレースサロベツレースサロベツレースサロベツレース

土
日

9月10

　今年で23回目を迎えた敬老会が
こざくら荘施設内で開催されました。入所さ

れている方々は、ご家族や職員とテーブルを囲
みながら、園児たちのかわいいお遊戯や優雅な
民謡舞踊、職員作成の手の込んだスライドショー
を見て楽しみました。

こざくら荘敬老会
　幌延深地層研究センターのゆめ
地創館で工作実験教室が行われました。子ど

もたちはオリジナルのデザインを作品に施し、
世界でたった一つの「ばねの力で飛ぶロケット」
や「ゆっくり模様が変わる液体万華鏡」を作っ
ていました。

第3回工作実験教室

ほろのべの窓　2016.10月号▶　16



　町民会館前の広場で地域の人たちが盆
踊りを楽しみました。その他にメッセージ花火の

打ち上げや抽選会、じゃんけん大会など、たくさんの
催し物で会場は大盛り上がりでした。

土
日

9月3 火
日

土
日

8月20

　町内のご長寿の皆さんをお祝い
する「長寿まつり」が、国際交流施設で開催

されました。園児によるお遊戯や恒例のカラオ
ケ、民謡の発表などもあり、参加された方々は
和気あいあいと歓談していました。

幌延町長寿まつり幌延町長寿まつり幌延町長寿まつり幌延町長寿まつり幌延町長寿まつり
日
日

9月4

　やちぶき太鼓を皮切りに、今年
も北星園祭が開催されました。幌延中学校吹

奏楽部と札幌のパフォーマーの演奏のほか、職
員による凝ったアトラクションや大抽選会もあ
り、会場は大賑わいでした。

北星園祭北星園祭

問寒別盆踊り大会

　幌延町教育委員会主催の水泳大会が町
民プールで開催され、幌延小学校と問寒別小学校

の児童たちは、熱気に包まれる中、水しぶきを上げな
がら力いっぱい記録に挑んでいました。

金
日

9月2水泳大会

　本年２月に開催された第53
回全国中学校スキー大会への

出場を果たした永瀬由晟君へ、幌
延町体育協会よりスポーツ奨励賞
が贈呈されました。

8月9
永瀬由晟君
スポーツ奨励賞贈呈式

日
日

　天塩地区安
全・安心フェス

ティバルの一環とし
て、総合体育館にお
いて幌延中学校吹奏
楽部と北海道警察音
楽隊の合同演奏など
が行われました。

8月7
天塩地区安全・安心
フェスティバル in ほろのべ

　幌延ゲートボール愛好会主催の幌延
町長杯ゲートボール大会が行われ、テ

クニックと頭脳を駆使して勝敗を競い合いま
した。

木
日

8月18
第1回幌延町長杯
ゲートボール大会9月 土

日10
日
日11

　今年も幌延中学校サロベツ
レースが開催されました。晴天に恵ま

れ、ランナーたちは広大なサロベツ原野での
走行を楽しみながら、爽やかな汗を流してい
ました。

土
日

8月27
サロベツレース

土
日

9月10

　今年で23回目を迎えた敬老会が
こざくら荘施設内で開催されました。入所さ

れている方々は、ご家族や職員とテーブルを囲
みながら、園児たちのかわいいお遊戯や優雅な
民謡舞踊、職員作成の手の込んだスライドショー
を見て楽しみました。

こざくら荘敬老会こざくら荘敬老会こざくら荘敬老会こざくら荘敬老会こざくら荘敬老会
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～ 10月は里親月間～
家庭のぬくもりを求めている子どもたちのために

里親になりませんか
　里親とは、親の病気や離婚など様々な事情により、家庭で暮らせなくなった児童を自分の家庭に迎え入れ、
愛情と真心を込めて養育して下さる方のことです。
　里親制度は、児童福祉法に基づいて児童の養育をお願いする制度であり、生活費や教育費、医療費などは
公費により支給いたします。里親制度について詳しく知りたい方、里親を希望される方は、お気軽にご相談
ください。
　　　　問合せ先：北海道旭川児童相談所稚内分室
　　　　　　　　　電話： 0162-32-6171　FAX：0162-32-6166
　　　　　　　　　　　興味のある方は、 お気軽にご相談下さい。

・子どもが好き
・ 家庭に恵まれない
　子どもの役に立ちたい
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「秘境駅フェスタ 2016 in ほろのべ」
【９/10(土)】

◆世界秘境駅シンポジウム
　幌延町は、秘境駅の数が６駅と全国の自治体の中で最多で、これらの秘境駅を活用したまちづくりを進める
ため、さまざまなプログラムを通して、鉄道に関する知識を楽しく学び、ご意見・ご提案をいただく機会とな
りました。

■基調講演：富岡達彦氏
　　「旅人宿&田舎食堂・天塩弥生駅開業
　　　　　　　　～旧深名線 廃線・廃駅の果てに…～」
　昔、駅は人で賑わい活気に満ち満ちていましたが、そうしたコミュ
ニティの場を復元したく、人との出会いやタイミングにも恵まれ「旅
人宿」を開業しました。
　鉄道は無くなるとそこで終わりであり、鉄路について、地域や愛好
家を交えた多角的な議論を深めてほしいと話され、鉄路と同じように人と人の繋がりを紡いでいくことの大切
さを教わりました。

■トークショー「鉄道談義」：
　　　　富岡達彦氏・南田裕介氏・久野知美氏
「わたしと鉄道・鉄道おもしろエピソード」
　テレビでもお馴染みの鉄道BIG４南田裕介さん、鉄道大好きアナウン
サー久野知美さんを中心におもしろエピソードが展開！
　久野さんは鉄道に親しむきっかけや鉄道の魅力、秘境駅は幌延で魅力
を知ったことなどを話されました。

　また、中学２年生から秘境駅好きという南田さんは、「駅ノート」の存在が秘境駅の新しい楽しみ方を教え
てくれたと話され、これまでの経験上の「秘境駅あるある」ネタで会場は笑いの渦に…。

■パネルディスカッション「鉄道座談会」
　　　　　～どうなる？どうする？宗谷本線～
　これまでのゲストに加え、富岡氏の奥様、井上仁志観光大使、幌延
町長なども加わり、鉄道を取り巻く環境が厳しさを増す中、有効なア
イデアなどを話し合いました。
【アイデア・ご意見など】
・�都会から来ると、「何もない、真っ暗」に値打ちがあり、千葉県の三
セク鉄道では「ここには何もないがあります。」をキャッチフレーズ
に観光客を呼び込み、都会人のニーズを取り込み地域経済に波及させている。
・トナカイ駅長が魅力的。秘境駅で星空観察会、虫の音色音楽会など、秘境駅の癒し効果企画を…。
・�迎える側が張り切り過ぎると、来る層も減る可能性があるため、今一度、地域を見つめ直し、再開墾するべ
きときでは…。無理せず楽しみながら長続きする取組を…。
・秘境駅ソングなどの曲を作り、観光大使と秘境駅巡り、聖地巡りなどをＳＮＳなどで魅力発信。
・糠南駅で何かのギネス記録に挑戦するなど、幌延に来る機会を提供しては…。
・�鉄道ファンは地域にお金を落とし貢献したいと思っているので、お金を落とさせる仕組みづくりを考えてほ
しい。例えば、秘境駅マルシェなど何度も集う仕掛けで幌延応援団を増やすなど…。
・「おひとり様歓迎！」ステッカーを町内飲食店に掲げ、ひとり旅の鉄道愛好家を取り込んでは…。
【会場からのご意見】
・宗谷北線の沿線自治体が連携して取り組んでほしい。
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　・名刺に秘境駅バージョンを作ってインパクトのある写真で町をＰＲしてほしい。
・�鉄道ファンと観光大使ファンなどをコラボさせて、地域以外の外貨を獲得して維持する仕組みづくりを進め
ては…。

■秘境駅キャラクターコンテスト作品紹介
　８月末までに応募のあった、糠南駅1₇作品、下沼駅2₀作品が紹介され、
ゲストの講評も参考にご来場者様による人気投票が行われました。
　それぞれに考え抜かれたこだわりポイントに会場からは笑いと同時に
「へ～」という感心の声が聞かれました。
　投票結果は、1₀月開催予定の最終審査の加点材料となります。

【９/10(土)・11(日)】

◆各種イベント
■雄信内駅特設会場
　昨年に続き、雄信内駅前広場では、特急列車お見送り式、餅まき、井
上大使ミニライブ、出店などさまざまな催しが行われました。

■沿岸バス「臨時・問寒別あおい号」でいく町内秘境駅めぐり
　昔懐かしい沿岸バスの旧塗装車両に乗車し、町内全８駅を巡りました。
車内では職員の町内見どころガイドで、普段は聞けない地域話に参加者
は感心しきり。こうした地元の密着ガイドは旅人に喜ばれるようで、今
後の企画のヒントとなりました。
　問寒別では、地元をモチーフにしたキャラクターである「問寒別あお
い」さん来駅歓迎式典もあり、あおいさんや鉄道、地元ネタのクイズ大
会で大いに盛り上がりました。

■「臨時バス・井上観光大使号」バスめぐりの旅
　普通列車の運休により列車を使ったチャレンジツアーが中止となっ
たため、急きょ、井上観光大使が町内の秘境駅をバスで皆さんをご案
内するツアーが開催され、井上大使ファンのみならず、鉄道ファンも
井上大使のトーク力に魅了されました。
　井上大使は、ミュージックビデオ撮影地などでミニライブなどを行
い、秘境駅にマッチした歌声に一同酔いしれました。

■下沼駅開業₉₀周年・卒寿お祝い会
　今年で9₀歳を迎える下沼駅の卒寿お祝い会が、地域の皆さんや鉄道フ
ァンによって盛大に行われました。
　9₀年の長きにわたり、地域や旅人を見守ってくれた下沼駅を労う感謝
状が、同い年の無量谷常吉さんに手渡されました。無量谷さんからは、
下沼駅から出征したエピソードなどが語られ、下沼駅の歴史を感じまし
た。
　いつもは秘境駅としてひっそり旅人を迎える下沼駅ですが、このとき
は賑わい振りに、照れながらも嬉しそうに微笑んでいるように見え、とても素敵なお祝い会となりました。
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違反運転者講習（２時間）
　1₀月1₅日（土）1₅時3₀分から
　豊富町町民センター
一般運転者講習（１時間）
　1₀月1₅日（土）14時から
　豊富町町民センター
優良運転者講習（₃₀分）
　1₀月４日（火）13時から
　天塩町社会福祉会館
　1₀月1₅日（土）13時から
　豊富町町民センター

　北海道では、女性の結婚、子育て、介護などライフステージや就業、
起業など様々な相談に対応する「北海道女性の活躍支援センター」を開
設しています。
　この度、宗谷総合振興局において出張相談会を開催しますのでお知ら
せします。
　　★日　時：平成28年₁₁月８日（火）₁₄時2₀分～ ₁₆時₀₀分
　　★場　所：宗谷総合振興局　２階３号会議室
　　　　　　（稚内市末広４丁目２－2₇）
　　★相談員：伊藤順子（(株)ワタラクシア代表取締役／行政書士）
　　★問合せ先・予約先
　　　電話：₀₁₁-2₀₄-₅₇₁₁、メール：kitanojyosei@sirius.ocn.ne.jp

（時間：月・火・木・金₁₀時～ ₁₆時、水・土₁₀時～ ₁₃時）

【相談例】
　●自分の趣味・特技を生かして起業してみたい。
　● 育児にひと段落がついたので仕事をしたいけれど、しばらく仕事をし

ていなかったので自信がない。また、どうやって仕事を探せばよい？
　●市民活動に参加してみたいけどどうしたらよい？
※ 北海道女性の活躍支援センターの取組について、詳しくはホームペー

ジをご覧下さい
ＵＲＬ：http://www.l-north.jp/katsuyaku/

問合せ先：北海道環境生活部くらし安全局道民生活課女性支援室
電話：011-206-6954

　自転車は大切な財産、必ず防犯登録しましょう。
　防犯登録は、盗難の未然防止や放置自転車の所有者特定、被害にあっ
た自転車の発見に大きな役割を果たしています。自転車は必ず防犯登録
しましょう。
●自転車防犯登録は法律で義務付け
　皆さん（法人も含みます。）が自転車を利用するためには、「自転車の
安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律」（平
成６年６月施行）により「自転車防犯登録」が義務付けられています。
●自転車防犯登録の方法は
　防犯登録業務取扱指定団体（北海道防犯協会連合会、北海道自転車・
軽自動車商業協同組合）が指定した自転車販売店（ホームセンター、専
門店等）で登録できます。
　登録をする際、登録料として₆₀₀円（非課税）が必
要となります。
●自転車防犯登録の効果は
　・自転車の盗難防止に役立ちます。
　・ 盗難被害にあったり、放置されていた場合に所有者の早期発見に役

立ちます。
問合せ先：公益財団法人 北海道防犯協会連合会　電話：011-232-1565

「北海道女性の活躍支援センター」出張相談会を実施します

あなたの大切な自転車に防犯登録を！

～世界の笑顔を広げるシゴト～
青年海外協力隊・シニア海外ボランティア募集中！

運転免許更新時
講習のお知らせ

　現地の人と暮らしながら、その国
の発展を支援する草の根レベルの国
際協力に参加しませんか？
応募資格
　₁₁月４日現在、₂₀歳以上₃₉歳未満
の日本国籍保持者（シニアは₄₀歳以
上₆₉歳未満）
　ただし、青年海外協力隊は₂₀₁₇年
４月１日現在満₂₀歳であれば応募可
能です。
締切
　₁₁月４日（金）
待遇
　 往復渡航費及び現地での生活・住

居費を支給
※ 応募方法等の詳しい内容は、お問

合せください。
問合せ先
　JICA旭川デスク
　　　　電話：₀₁₆₆-₂₂-₈₈₀₅
ホームページ
http://www.jica.go.jp/sapporo/
　「JICA　北海道」で検索！
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　晴天の日が多い秋は、屋外でのレジャーに最適な季節です。しかし、秋は春と同様に、日本付近で急速に発達し
た低気圧によって、台風並みの暴風や海岸では高波となることもあるので、お出かけの際には十分な注意が必要で
す。
　このような激しい現象の発生要因は、日本付近に北から入り込んでくる冷たい空気と南から流れ込む暖かい空気
がぶつかりあって上昇気流が生まれることで、温帯低気圧が急速に発達するためです。
　台風の場合は、台風の中心が近づくと急激に風が強ま
りますが、発達した温帯低気圧は低気圧の中心から離れ
たところでも風が強く吹くため、被害の範囲が広がりや
すいという特徴があります。
　「暴風に関する気象情報」が発表されたら、その後発表
される「強風注意報」や「暴風警報」に注意し、特に天気
の急な崩れが予想されるときには外出を控えて暴風に備
えるなど、台風と同じように警戒してください。
　※問合せ先（月～金曜日）
　　稚内地方気象台（電話：0162-23-2679）

　幌延町の短い夏を体験しました。昼間は暖かくなり、夜は少し肌寒くな
る幌延町の夏は、寝苦しくなく、非常に過ごしやすい所だと感じています。
　夏のイベント、「名林公園まつり」の１日目は、たくさんのゲストが来て、
会場を盛り上げていました。お笑いステージでは、「あばれるくん」「ロッ
チ」「アントキの猪木」「三四郎」が会場を盛り上げてくれていました。そ
の 後、 幌 延 町 観 光 大 使 の 井 上 仁 志 さ ん が 所 属 す る「THE TON-UP 
MOTORS」や同じ事務所の「南壽あさ子さん」のステージライブでさら
に盛り上がり、みなさん楽しんでいました。芸能人が来るとすごく盛り上
がるんですね。
　２日目は、地域の方が参加出来る「メガ盛り早食いキツイじゃー」や「ど
真ん中踊り」「仮装盆踊り」など様々なコンテンツがあり、みなさん気合
が入っていました。
　このような楽しいイベントがあると、幌延町に来てくれる人が多くなり、
町の魅力を広める事が出来るので、とても良いイベントだと感じました。

地域おこし協力隊　若月　秀晃　

＜発達した低気圧による暴風に警戒を＞

地域おこし協力隊通信 vol.11

▼町ホームページ：協力隊コーナー「Base Town」／▼協力隊Facebook(URL：https://www.facebook.com/horo.okoshitai/)

『秋の火災予防運動』
１．実施期間　平成₂₈年₁₀月₁₅日（土）～平成₂₈年₁₀月₃₁日（月）　₁₇日間
２．統一標語　消しましょう　その火その時　その場所で
　◎火災が発生しやすい時季を迎えます。町民皆様で火災予防を心がけましょう。
　　また、逃げ遅れによる死傷事故を防ぐためにも、住宅用火災警報器の早期設置をよろしくお願いします。

注：�灰色の領域は平均風速２5m/s以上の暴風域を示す。
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★保険料の全額・一部免除
　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者の前年の所得（1月から６月までに申請する場合は前々年の所
得）が一定額以下の場合には、申請して承認されると納付が免除される制度があります。この場合免除される保
険料額には、全額、四分の三、半額、四分の一の四段階があります。

全額免除の場合
　毎月の保険料が全額免除され、受給資格期間としても数えられ、受給額へ反映されます。
　しかし、全額納付した時の半額分しか受給額に反映されないため、年金受給額に不安を抱く方は追納制度
をお勧めします。

通常額 ４分の３免除 半額免除 ４分の1免除
平成28年度月額保険料 1₆,2₆₀円 4,₀₇₀円 8,13₀円 12,2₀₀円

★保険料免除の所得基準
　免除区分は前年所得が以下の計算式で計算した範囲内の金額で分けられます。
　　・全額免除　　　（扶養親族等の数+1）×3₅万円+22万円
　　・４分の３免除　₇8万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
　　・半額免除　　　118万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
　　・４分の1免除　1₅8万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
　※�失業した場合も、雇用保険受給者資格証または雇用保険被保険者離職票等の写しと、申請書を提出すること
で保険料の納付免除となる場合があります。

★保険料の後払い（追納）制度
　保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、保険料を全額納付した場合と比べて受給額が低額とな
ります。
　しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）することにより、老齢基礎年金
の受給額を増やすことができます。
　・�追納を行う場合は、申し込みが必要です。年金事務所で申し込みを行っていただき、納付書でお支払してい
ただきます。

　・追納ができるのは、追納が承認された月の前1₀年以内の免除等期間に限られています。
　・�保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合
には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、お早目の追納をお勧
めします。

★保険料の納期限
　国民年金の保険料には納期限があります。毎月の保険料は、翌月末日までに納付しなければなりません。そし
て、２年を経過すると時効によって保険料を納めることができなくなります。
　保険料の一部免除を受けた場合でも、残りの免除されていない保険料については、この納期限までに納めなけ
ればなりません。ご注意ください。

ねんきん 通信

一部免除を受けたときは残りの保険料の納付を忘れずに

～詳しくは、稚内年金事務所（電話：0162-32-1941）または保健福祉課戸籍福祉グループ
 （電話：5-1115(内線166）・告知端末機：5-8813）にお問い合わせください。～
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１
土

17
月

【心療内科・精神科診療日】
すきっぷくらぶ1₀:₀₀～11:₀₀（問寒別保育所ホール）
火災予防パレード
1₀:₀₀～（幌延）、 13:3₀～（問寒別）

２
日

幌延中学校学校祭
問寒別小・中学校学芸会

18
火

３
月

【心療内科・精神科診療日】 19
水

ノーカーデー

４
火

つぼみひろば1₀:3₀～11:3₀（子セ）
まちづくり講演会18:₀₀~（国際交流施設）

20
木

福寿会健康相談13:3₀～（老福セ）

５
水

21
金

にこにこ教室9:3₀～（保セ）

６
木

22
土

青少年のための科学の祭典�幌延大会
1₀:₀₀～（ゆめ地創館）

７
金

めばえひろば1₀:3₀～11:3₀（子セ） 23
日

８
土

24
月

巡回無料法律相談13:₀₀～（保セ）

９
日

25
火

インフルエンザ予防接種集中実施日（町立診療所）
ますます健康教室14:₀₀～（問寒別生涯学習セ）

10
月

体育の日 26
水

インフルエンザ予防接種集中実施日（町立診療所）

11
火

わかばひろば1₀:3₀～11:3₀（子セ）
ますます健康教室14:₀₀～（保セ）
行政相談・人権心配ごと相談特設相談所
9:3₀～11:3₀（問寒別生涯学習セ）
13:₀₀～1₅:₀₀（幌延生涯学習セ）

27
木

はつらつ教室9:3₀～（保セ）

12
水

すくすく健診13:₀₀～（保セ） 28
金

５歳児健康相談13:₀₀～（保セ）

13
木

すきっぷくらぶ1₀:₀₀～11:₀₀（こども園遊戯室）
はつらつ教室9:3₀～（保セ）

29
土

14
金

【問寒別出張診療日】
にこにこ教室1₀:₀₀～（問寒別生涯学習セ）

30
日

15
土

秋の全道火災予防運動（31日まで）
防災訓練9:₀₀～（総合体育館）

31
月

【心療内科・精神科診療日】
インフルエンザ予防接種集中実施日（町立診療所）

16
日

幌延小学校学芸会
秋の収穫祭12:₀₀～（トナカイ観光牧場）

町民くらしのカレンダー 10月（Oct）
注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター
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告知端末機「知らせますケン」の
視聴についてのお願い!
　告知端末機「知らせますケン」
では、通常の行政情報だけではな
く、緊急の避難警報など、皆さん
にとって重要なお知らせ放送をす
ることがあります。
　電源は必ず入れて、１日１回は
視聴するようお願いします。
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秘境駅：安牛駅  〜今月の駅ノート〜
今月は、幌延町内の４つの貨車駅舎のうち安牛駅の「駅ノート」をご紹介。
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（平成28年）
2016 10 八

月
定
例
俳
句
会

 

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

雪
渓
に
立
ち
て
至
福
の
深
呼
吸 

横　

山　

貞　

雄

雪
渓
を
ざ
っ
く
ざ
っ
く
と
山
男 

富　

樫　

と
も
子

雪
渓
に
こ
だ
ま
渡
り
て
時
眠
る 

熊　

谷　

千
恵
子

雪
渓
よ
り
出
で
た
る
水
の
冷
さ
よ 

佐　

藤　

光　

朗

雪
渓
の
か
が
や
く
朝
日
利
尻
富
士 

三　

浦　

宮　

吉

雪
渓
を
間
近
に
買
い
し
糠
ぼ
っ
け 

田　

中　

徹　

男 

●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
総務財政課総務グループ

　電話 ５－₁₁₁₁ ／告知端末機 ５－₈₈₁₁
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し
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時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
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「秘境駅カレンダー2017」のご紹介
　昨年の鉄道フォト
コンテスト応募作品
などで構成された
「秘境駅カレンダー
2₀1₇」を制作しまし
た。
　数量限定1部
2,300円で販売して
おります。
　2₀1₇年は鉄分多めのカレンダーで過ごしてみてはいかが
でしょうか？幌延町の素敵な景色が登場し、地域の魅力が
再発見できるカレンダーです。
　なお、ふるさと納税返礼品としても活用します。

購入・問合せ先
産業振興課企画振興グループ

電話：₀₁₆₃2-5-₁₁₁₃　（内線2₃2･2₃₃･2₃₄･2₃₅）
FAX：₀₁₆₃2-5-2₉₇₁

　「幌延から歩いてきました。

（台風で運休）さすがに少し疲

れてきたかも。雄信内まで長い

けど何とか歩きたい。

　　　　　おふ@draningsky123」

　

「宗谷本線半日運休（昨日

台風北海道に上陸の為）で、

代行チャリで各駅訪問中。

　雄信内集落（天塩町側）ま

で行って折り返します。問寒別はさすがに遠くて15時までに幌延まで戻れ

ないので…、 でも自転車や、 上に書かれた方みたいに徒歩で行くと、

日頃見逃しているものが見えていいものです。　Yura」

≪取材記者・プチ鉄Ｙ≫
　鉄道旅を続ける皆さまは、天候などで旅の予定が狂ってしまっても、
歩いたり、自転車に乗ったり、日頃見られない景色を発見されるよう
です。ゆる旅・スローな旅という分野がありますが、時間に縛られない、
ゆっくりとした行程で楽しむ徒歩や自転車による秘境駅めぐりという
のも、新たな観光分野としての可能性を秘めているかもしれません。
　安牛駅の駅ノートには、「何もなくて良い！」というコメントが多く

見られます。
　地元では「何もない＝楽しくない・面白くない」ですが、あ
る人たちの基準では「何もない＝素晴らしい価値」となるようで、
私たちの見方にも調整が必要と教えてくれるような駅ノートで
した。

運休明けの特急サロベツ号

�男�　1,243（＋４）
�女�　1,1₇2（＋２）
�計�　2,41₅（＋６）

世帯数　1,2₇2（＋７）

（平成28年８月
　　�末日現在）
※（　）内は前月比


